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2-2家庭の利用機器とIP通信サービス

IPテレビ電話と
固定電話割安サービス

□□ インターネット白書2005 □□

IPテレビ電話の利用状況は、「すでに利用している」と回答した人が7.3％と1割未満という結果であった。また

利用意向については、「利用する予定がある」が16.4％、「今後も利用予定はない」が63.1％となっており、利

用に対しては消極的である。現利用者はADSL/xDSL利用者が、また利用意向者は光ファイバー利用者が、それ

ぞれわずかではあるが高くなっている。

IPテレビ電話の利用は1割未満、多くは利用に消極的
資料2-2-25　IPテレビ電話の利用意向［全体と接続回線別］
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「おとくライン」などの固定電話割安サービスへの関心度は、「あまり関心がない」と回答した人が37.5％と最も

多く、「全く関心がない」の21.2％との合計では約6割に達し、全体的に関心の低さが目立つ。携帯電話での通

話が主流といってもいいほど増え、固定電話に対する関心の低さが要因と思われる。一方、「すでに利用している」

と回答した人は全体で4.3％、CATV利用者が5.8％、光ファイバー利用者が5.0％とやや高くなっている。

関心が低い固定電話割安サービス
資料2-2-26　固定電話割安サービスの利用意向［全体と接続回線別］
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